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「
麻
し
ん
」
・
「
風
し
ん
」
そ
れ
ぞ
れ

に
接
種
し
て
い
た
ワ
ク
チ
ン
が
、
「
麻
し

ん
・
風
し
ん
」
の
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

【
現
行
】

　
生
後
12
月
〜
90
月
（
１
歳
〜
７
歳
６
か

月
）
ま
で
の
間
に
１
回

【
改
正
後
】

○
第
１
期
　
生
後
12
月
〜
24
月
未
満
の
幼

児
に
１
回

○
第
２
期
　
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
幼
児

で
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
１
回

※
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
は
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
と
も
に
、
一
度
も
接
種
し
て
い
な

い
お
子
さ
ん
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
ご
注
意
】

○
現
時
点
で
麻
し
ん
か
風
し
ん
の
ど
ち
ら

か
一
つ
し
か
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

お
子
さ
ん
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降

か
ら
、
未
接
種
の
も
う
一
方
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
任
意
接
種

（
全
額
自
己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
18
年
４
月
１
日
時
点
で
、
２
歳
以

上
で
い
ず
れ
も
接
種
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
は
、
年
長
児
に
な
る
ま
で
、
接
種
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
希
望
す
る
場
合
は
、
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
現
行
の
対
象
者
で
未
接
種
の
お
子
さ
ん

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
平
成
18
年
３
月

末
日
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
受
け
方
が
次

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
健
康
増
進
課
０
８
３
３(

７

４)

３
０
０
７

自
然
敬
愛
推
進
検
討
委
員
会を

設
置

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
る
と
重

い
合
併
症
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

は
速
や
か
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

①
ワ
ク
チ
ン
の
変
更

②
対
象
年
齢
と
回
数

　
土
地
は
、
登
記
簿
上
の
地
目
で
は
な
く
、

現
在
の
利
用
状
況
に
応
じ
た
現
況
の
地
目
で

課
税
さ
れ
ま
す
。
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
特
に
宅
地
や
雑
種
地
を
農
地
に
し

た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
土
地
・
家
屋
の
登
記
簿
ま
た
は
課
税
台
帳

上
の
所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
相
続

登
記
（
登
録
）
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
登
記
の
手
続
き
は
法
務
局
で
行
な
い
ま

す
。
）
し
か
し
、
賦
課
期
日
（
毎
年
１
月
１

日
）
に
お
い
て
、
相
続
登
記
が
完
了
し
て
い

な
い
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の
共
有
財
産
に

な
り
、
税
金
は
全
員
で
連
帯
し
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納
税
に
関
す
る

書
類
を
受
け
取
る
代
表
者
を
決
め
て
、
「
納

税
義
務
者
変
更
届
出
書
」
を
税
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
を
毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
在
税
務
課
で

は
、
来
年
度
課
税
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
１

月
１
日
ま
で
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
平
成
18
年
度
か
ら
、
そ
の
部
分
の
税

金
は
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
、
新
た
に
課
税
さ

れ
た
り
、
税
額
が
変
更
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
家
屋
の
取
り
壊
し
（
一
部
取
り
壊
し
も

含
む
）
や
、
新
築
、
増
築
を
し
た
と
き

は
、
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
法
務
局
で
登
記
手
続
き
が
済
ん
で
い
る

場
合
は
、
ご
連
絡
は
不
要
で
す
。

　
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

使
う
機
械
、
備
品
な
ど
の
償
却
資
産
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
内
に
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
人
は
、
平
成
18
年

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
書
を
税
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
０
８
３
３

(

７
２)

１
４
０
０

　
　
土
地
の
利
用
状
況
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合

　
　
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合

　
　
家
屋
の
取
り
壊
し
、

新
築
、
増
築
し
た
場
合

国
道
１
８
８
号
・
４
３
７
号
周
辺
路
線

を
朝
市
で
結
ぶ
イ
ベ
ン
ト

　
11
月
12
日
・
13
日
の
両
日
、
国
道
１
８

８
号
線
、
大
島
周
辺
路
線
、
周
東
大
規
模

農
道
周
辺
路
線
を
朝
市
で
結
ぶ
「
ル
ー
ラ

ル
・
ゆ
う
ゆ
う
・
フ
ェ
ス
タ
」
が
３
市
３

町
（
光
市
・
下
松
市
・
柳
井
市
・
田
布
施

町
・
由
宇
町
・
周
防
大
島
町
）
の
各
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
沿
線
市
町
の
特
色
あ

る
朝
市
で
ル
ー
ラ
ル
（
田
舎
）
交
流
を
し

ま
せ
ん
か
。

※
光
市
で
は
、
11
月
12
日
の
み
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
ス
タ
ン

各
会
場
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
景
品
を

も
ら
お
う
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）

土
地
・
家
屋
等
の
課
税
調
査
に
ご
協
力
を

ル
ー
ラ
ル
・
ゆ
う
ゆ
う
・
フ
ェ
ス
タ

ル
ー
ラ
ル
・
ゆ
う
ゆ
う
・
フ
ェ
ス
タ

プ
を
押
し
、
５
つ
集
め
る
と
、
各
市
町
の

特
産
品
が
抽
選
に
よ
り
も
ら
え
ま
す
。

　
な
お
、
ス
タ
ン
プ
台
紙
は
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
出
発
は

お
早
め
に
！

【
光
会
場
】

　
市
内
朝
市
団
体
な
ど
に
よ
る
新
鮮
な
野

菜
・
卵
・
み
か
ん
の
販
売
、
手
作
り
パ

ン
・
梅
干
・
そ
ば
粉
・
も
ち
な
ど
の
農
産

加
工
品
、
竹
炭
な
ど
の
林
産
加
工
品
、
い

り
こ
な
ど
の
海
産
加
工
品
の
即
売
を
行
い

ま
す
。
（
全
14
団
体
）

　
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
、
梅
ハ
ニ
ー
な
ど
の

飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

【
大
和
会
場
】

　
新
鮮
な
野
菜
、
手
作
り
味
噌
や
漬
物
な

ど
の
農
産
加
工
品
、
木
工
加
工
品
な
ど
の

販
売
を
行
い
ま
す
。
（
全
５
団
体
）

　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
農
業
耕
地
課
農
政
係
０
８
３

３(

７
２)

１
４
０
０

ひ
か
り
ふ
る
さ
と
市
（
11
月
12
日
）

　
　
償
却
資
産
の
申
告

　
近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
地
球
環
境

の
悪
化
は
、
緑
や
生
物
な
ど
の
生
態
系
の

破
壊
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
も

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

21
世
紀
の
新
時
代
の
要
求
と
し
て
、
与
え

ら
れ
た
自
然
や
多
様
な
生
物
の
保
全
と
と

も
に
、
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
光
市
に
お
け
る
白
砂
青
松
の
虹
ヶ
浜
・

室
積
海
岸
や
、
島
田
川
、
峨
嵋
山
、
石
城

山
な
ど
の
緑
豊
か
な
自
然
は
、
市
民
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、

こ
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
責
務
で
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
自
然

環
境
保
全
へ
の
自
覚
と
意
識
を
も
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
光
市
自
然
敬
愛

推
進
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
９
月
28

日
に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、
学
識
者
お
よ
び
自
然
や
環
境

保
全
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人
な
ど
24
人

の
委
員
で
構
成
し
、
座
長
に
徳
山
工
業
高
等

専
門
学
校
助
教
授
の
熊
野
稔
さ
ん
、
副
座
長

に
光
地
方
史
研
究
会
事
務
局
長
の
植
村
芳
弘

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
委
員
の
立
場
か
ら
、
自
分
た
ち
が

生
活
す
る
上
で
の
身
近
な
環
境
問
題
や
自

然
環
境
に
関
す
る
積
極
的
な
意
見
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
来
年
３
月
ま
で
に
４
回

の
会
議
を
開
催
し
、
自
然
や
環
境
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の

「
基
本
構
想
や
行
動
指
針
等
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
本
市
の
貴
重
な
自
然
環
境
を

大
切
に
守
り
育
て
な
が
ら
、
「
人
が
生
き

続
け
て
い
く
た
め
の
理
想
的
な
生
存
空
間

の
創
造
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
水
産
林
業
課
林
務
係
０
８
３

３(

７
２)

１
４
０
０

日
時
　
　
　
月
　

日
時
　
　
　
月
　  

日
�
９
時
〜
　
時

９
時
〜
　
時 

場
所
　
【
光
会
場
】
冠
山
総
合
公
園
駐
車
場

場
所
　
【
光
会
場
】
冠
山
総
合
公
園
駐
車
場 

　
　
　
【
大
和
会
場
】
特
産
品
直
売
所
（
ふ
ら
っ
と
大
和
）

　
　
　
【
大
和
会
場
】
特
産
品
直
売
所
（
ふ
ら
っ
と
大
和
） 

11 

12 

15 

日
時
　
　
　
月
　  

日
�
９
時
〜
　
時 

場
所
　
【
光
会
場
】
冠
山
総
合
公
園
駐
車
場 

　
　
　
【
大
和
会
場
】
特
産
品
直
売
所
（
ふ
ら
っ
と
大
和
） 

11 

12 

15 


